
研究開発・知的財産
取り組みの背景・考え方
Daigasグループにとって研究開発は最も重要な成長戦略の一つと考えています。保安の確保・向
上はもちろんのこと、デジタル技術を活用した業務の効率化や設備関連費用の削減、お客さまの利
便性向上、既存サービスの高度化を目指した研究開発を進めています。新規ビジネス創出のための
研究開発やカーボンニュートラルの実現に資する研究開発にも取り組んでいます。
また、知的財産権を重要な経営資源と位置づけ、事業戦略、技術開発戦略と連携した権利の確保と活
用に積極的に取り組んでいます。また当社グループの保有技術と外部の保有技術を積極的に融合・
活用することにより、開発の加速と効率化、新規技術・商品開発の創出を図る「オープン・イノベー 
ション」活動を積極的に推進しています。

発明者への報償制度
大阪ガスは、従業員の発明意欲の向上と知的財産活動の奨励を目的に、事業に大きく貢献した発
明者に対し、「発明実績報償」を行っています。
実績報償の審査結果は社内ポータルで公開し、審査結果に関する従業員からの問い合わせや意見
に応対しており、公正で透明性のある制度運用に努めています。
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■ガス製造・輸送供給 ■家庭用ガス機器 ■業務用ガス機器
■コージェネレーション ■材料技術 ■その他
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■ グループ分野別保有特許件数

事業化への取り組み

天然由来ケトン体「OKETOATM」を健康食品素材等への用途活用による事業化推進
大阪ガスは、バイオガスの製造開発等で培った独自の発酵技術によって、世界で初めて発酵法による
ケトン体「D-β-ヒドロキシ酪酸（BHB）」の量産に成功し、天然由来ケトン体「OKETOATM」の製造に
取り組み、事業化を実現しました。
ケトン体は、体内のエネルギー源である糖質が枯渇した時（糖質制限時）に体内でエネルギー源として
生産される物質です。
BHBは、様々な生理機能を有する糖質よりも優れたエネルギー源であることが近年明らかとなってき
ており、サプリメント原料等として世界で注目されています。化粧品原料や健康食品・サプリメント
等の幅広い用途への活用を進めています。

■ 天然由来ケトン体「OKETOATM」の生産フロー

抗菌抗ウイルス剤「TioCleanTM」の事業化推進
大阪ガスは、新型コロナウイルス感染症が拡大する以前から抗菌抗ウイルス剤の開発に着手し、
太陽光発電向けに開発した技術を活用した当社独自の光触媒に添加剤をハイブリッドすることで、
高い抗菌抗ウイルス性防カビ性を持ちながらも使用しやすい抗菌抗ウイルス剤「TioClean™」の
開発に成功しました。
「TioClean™」は、抗菌抗ウイルス剤としてニーズの高い「透明性」「基材に対する密着性」「幅広い
環境での抗菌抗ウイルス性」を共立する抗菌抗ウイルス剤です。
抗菌抗ウイルス性が求められる家具などの住宅設備、公共施設や商業施設などの各種設備、医療
機器や衛生用品への展開を進めていきます。
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